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意気天を衝く，立佞武多（たちねぷた）の製作と運行

青森県立五所川原工業高等学校
校長　中村　昭逸

本校は，昭和３８年に産業界の要請と地域の

方々の熱い期待を担い設立され，現在４２年目

である。機械科３クラス，電気科３クラスで

スタートした学科は，現在，機械科，電子機

械科，電気科，電子科及び情報技術科の５学

科である。在籍生徒数は６７８名であり，卒業

生は１万名の大台を超えた。卒業生は全国各

地で活躍しており，それぞれの職場で重要ポ

ストを占めるようになっている。

アテネオリンピックに出場した陸上の福士

加代子さんも本校の卒業生であり，陸上競技

部は毎年インターハイに出場し活躍している。

インターハイ出場は陸上の他，バレーボール，

ボクシング，ウエイトリフティング，少林寺

拳法がある。マーチィングバンドは，東北を

代表して２年連続全国大会に出場している。

本校の所在する奥津軽は，市町村合併によ

り今年の３月２８日に新生「五所川原市」にな

る。これは，現在の五所川原市と太宰治で有

名な金木町，安東水軍で知られている市浦村

が合併するもので，立佞武多・太宰治・安東

水軍が包含された一大観光地として着々と準

備を進めている。安東水軍は村上水軍と同時

期の東の巨大勢力でありロマンを感じさせ

る。北前船による文化も沢山残っており，ぜ

ひ一度おいでいただきたい。

１．はじめに

１９９３.０３ 五所川原市在住の秋元陸奥雄宅か

ら明治時代の台座設計図発見。

１９９６.０２ 高さ約２０mの巨大ネプタを復活さ

せようと，市民有志による「立佞

武多復元の会」を結成。

１９９６.０４ 写真をもとに復元開始。

１９９６.０７ 岩木川河川敷にて立佞武多を運行。

１９９７.１２「立佞武多をつくる会」結成。

１９９８.０７ 題材「親子の旅立ち」完成。

１９９９.０７ 題材「鬼が来た」完成。

１９９９.１１ 東京ドームに出陣。４４５,３００人の入

場者。

２０００.０１「半島地域活性化優良事例表彰」

国土庁長官賞受賞

２０００.０７ 題材「軍配」完成。

２００１.０７ 題材「北の守護神」完成。

２００２.０７ 題材「白神」完成。

２００３.０１「立佞武多の館」着工。

２００３.０６ 東京丸ビルへ「白神」出陣。

２００３.０７ 題材「五穀豊穣」完成。

２００４.０４「立佞武多の館」完成。

＊館は総工費約６０億円で２０㍍を超

える立佞武多を常時３台展示。

２００４.０７ 題材「杙（くい）」完成。

＊高さ２３㍍の立佞武多「杙」は本

校電子機械科卒業の齊藤忠大君製

２．五所川原「立佞武多（たちねぷた）」
の歩み



作で初陣である。

平成１４年は本校創立４０周年の年であった。

この年に，記念事業の一環として，全国的に

有名になりつつあった立佞武多を製作し運行

することになったのが始まりである。

五所川原市の立佞武多は，高さ２３㍍程の巨

大ネプタであり，掛け値なしで見る者を圧倒

し，度肝を抜くほどである。ビルの陰から現

れる様は，昔映画で見たゴジラを連想させ，

心を揺さぶる。五所川原市の立佞武多が出現

してからは，あの「青森ねぶた」さえ貧弱に

見えてしまう。五所川原立佞武多を見た人は

一様に「見応えがあるね！」と感想を述べる。

学校の立佞武多は市の半分の高さ，１２㍍で

あるが，それでも３階建て校舎の屋上を超え

る。立佞武多を載せる台車の安全設計が，１２

㍍程度である。立佞武多の安全で一番気を使

うのが「風」である。風を受ける面積が広く，

重心が高くなっているので，雨より恐い。

３．本校の立佞武多製作と運行

平成１６年４月２１日には，「立佞武多の館」

がオープンし，現在３台の立佞武多が常時展

示されており，入館者も大変多い。この館に

は立佞武多の製作場所もあり，指導もしても

らえる。

本校の立佞武多の部品は館で製作し，学校

へ持ち帰り，本体に取り付けた。館で作る部

品については，館から針金や紙などが無料で

提供される。立佞武多製作には，大変恵まれ

た環境にある。部品以外のものは，学校の教

室や校地内の立佞武多製作所で作っている。

運行は，囃子隊（太鼓・笛・手振り鉦），

踊り隊，引き手からなり，賑やかに行った。

沿道の見物客と一緒になり，盛り上がった囃

子隊は一生の思い出になると思う。踊り隊は

大変エネルギーを使うので，若い高校生であ

っても，くたくたになってしまう。しかし，

沿道の観客の期待に応え，気を取り直し，精

一杯踊る姿は観客の感動を呼ぶ。

【目　　標】

（１）望ましい集団生活として立佞武多の製

作と運行を位置づけ，感動や連帯感を高め

る。

（２）地域や郷土，学校に対する愛着と誇り

を涵養する。

４．意気天を衝く教材としての立佞武多

１８

写１ 五工高立佞武多　歳徳神（としとくしん）

写２　手振り鉦を上手に操る生徒



【内容】

（１）地域活性化の起爆剤として，大きな脚

光を浴びるほどの夏祭りとなった立佞武多

が，東京ドームや丸ビルに展示されるなど，

全国的に有名になりつつある。さらに，観

光施設として立佞武多を展示したり製作体

験できる「立佞武多の館」がオープンし，県

内外からも注目されている。これらのこと

をきっかけに，生徒へ立佞武多の基本的な

情報を提供して，興味・関心を喚起していく。

（２）どういう形で立佞武多に携わり，貢献

できるかを生徒一人ひとりに考えさせ，自

主的で積極的な活動ができる環境を与える。

（３）全校生徒に絵柄について募集するとと

もに立佞武多製作・運行の希望者を募る。

（４）主に放課後に活動し，人形部分の製作

を行う。並行して運行の要である囃子につ

いても練習を行う。

（５）８月上旬に運行し，工業高校としての

技術力と生徒の活力を地域に示す。運行を

通じて地域の人々との交流や文化の触れ合

いの中から地域社会の一員としての自覚を

促し，地域社会の形成者としての資質を養う。

【組織と役割】

〈立佞武多実行委員会〉

a校内組織（教職員と生徒）

b校外組織（PTA，後援会，同窓会）

〈役割分担〉

a総務・企画・交渉‐‐‐‐‐‐

b立佞武多製作全般‐‐‐‐‐‐

c鉦製作・回転灯籠‐‐‐‐‐‐

d電気配線・指導‐‐‐‐‐‐‐‐

e太鼓台車・装飾‐‐‐‐‐‐‐‐

f電光掲示板‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

g踊り指導‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

h囃子指導‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

i生徒立佞武多運行‐‐‐‐‐‐

j製作・運行時の記録‐‐‐‐

k会計‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

l放送・表示・掲示‐‐‐‐‐‐

〈地域の指導関係者〉

a立佞武多本体製作‐‐‐‐‐‐

b台座骨組み組立解体‐‐‐‐

c高欄組立解体‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

d囃子隊全般指導‐‐‐‐‐‐‐‐

e運行外‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

本校の立佞武多製作と運行の特徴はつぎの

三つである。

（１）回転灯籠

５．五工高立佞武多の特徴と立佞武多製作

校長・教頭・

イベント担当

特活指導部

機械科・

電子機械科

電気科

電子科

情報技術科

体育科

保健部

生徒指導部・

各学年

情報システム部

事務・渉外部

図書部

PTA・本校OB

PTA役員

本校OB

町内会

PTAオヤジの会

（３）校歌にある「意気天を衝

く前進」を生徒に体験させる

ことにより，集団や社会の一

員として，よりよい生活を築

こうとする自主性及び実践的

態度を育てる。

（４）人間としての在り方，生

き方についての自覚を深める

とともに，自己を生かす能力

を高める。

１９

写３　校長・踊り隊・五工高立佞武多



立佞武多の製作と運行への取り組みは，

素晴しいものがある。しかし，これを継続

するには，大きな課題が横たわっている。

この取り組みに要する経費は，約１００万円

である。

インターハイ出場の部経費等も考える

と，少子化の中，学校経営全般の見直しが

不可欠となる。積極的に取り組まなければ

ならない。

に活用し，一生懸命取り組んだ。その結果，

観光客の感動を呼ぶ立佞武多になり満足して

いた。本校の立佞武多は，五所川原市議会議

長賞を受賞し高い評価を得た。運行に携わっ

た生徒等も誇らしげであった。

本校の生徒が，立佞武多製作を機に立佞武

多のルーツを調査研究した。その結果は，つぎ

のとおりである。参考にしていただきたい。

【結論】

財力の裏づけと祭りの囃子の理由により，

「立佞武多のルーツは京都祇園祭である」と

結論づけた。そして，日本列島ねぶた運行状

況の調査結果として，長崎県五島列島から津

軽半島にいたる，日本海側であるとの結論も

得た。

【ねぶたのルーツの諸説】

（１）坂上田村麻呂ねぶた元祖説

（２）七夕祭説

（３）京都祇園祭説

興味深い調査結果であるので，詳しいこと

はまたの機会にしたい。

７．おわりに

６．立佞武多のルーツと日本列島

（２）電光掲示板

（３）手振り鉦

回転灯籠は１２面あり，十二支を配置した。

この回転灯籠は電子機械科が担当し，灯籠が

回転するようにした本校だけの代物である。

電光掲示板は情報技術科が担当し，種々の

情報を観客に提供した。これらはいずれも工

業高校らしさが前面に出ており大変評判がよ

く，観光客に対して大きなインパクトを与え

ている。

手振り鉦は，市販のものを購入すれば１組

約２万円程するので機械科の手作りである。

鉦の金型は旋盤で製作し，油圧ベンダーに金

型を取り付け，改造した油圧プレスで生産し

ている。

生徒は，骨組み，針金によるパーツ作り，

紙貼り，色塗り等々，工業高校の機材をフル

２０

写４　高欄の下の回転灯籠

写５　ねぷた作りの様子




